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紹介コメント 

残念ながら絶版となっているが，数少ない地下水に関する教科書的邦書であり，地下水に

関わる日本人技術者必携の書といえる．調査法とあるが，地下水に関わる理論，技術はも

ちろん，社会的側面に関しても記載されている．図表も貴重なものが多く，参考文献もさ

らなる知見を必要な読者にとって貴重な情報を得られる．また，多くの専門用語に英訳が

付されているのも本書を薦める一つの理由になっている． 

 


